
滋賀県・大津市に関するご質問、ご意見をお寄せください。
活動や報告についてのご意見、ご感想をお待ちしております。

定期的に県議会活動レポートを送付いたします。
必要な方はご連絡ください。
ボランティアスタッフを募集しております。

〒520-0106 滋賀県大津市唐崎 1-3-9　　e-mail mail@narinari.net　　URL http://www.narinari.net　　Twitter @narinari_net

チームしが 県議団所属

１９７４年８月１５日　大津市生まれ
唐崎小、唐崎中、膳所高卒業
龍谷大学法学部政治学科卒業
同志社大学大学院総合政策科学研究科修了

滋賀県議会 政策・土木交通常任委員会 委員
滋賀県議会 体育振興・健康づくり対策特別委員会 委員
大津市消防団唐崎分団　班長
唐崎学区体育振興会　常任理事

プロフィール
成田セイリュウ NPO法人おおつ環境フォーラム 理事

滋賀県トランポリン協会 会長
全国災害ボランティア議員連盟 理事
ローカル・マニフェスト推進地方議員連盟 運営委員

成田セイリュウから、みなさまへのお願い

子どもたちの未来に
　夢や希望が描ける社会を！

自治体政策青年ネットワーク
議会改革勉強会（三重県津市）

ローカル・マニフェスト推進
地方議員連盟勉強会（奈良市）

唐崎学区防災訓練
（滋賀県防災危機管理局 起震車）

体育振興・健康づくり対策特別委員会
（長崎国体 県立総合運動公園陸上競技場）

成
田
セ
イ
リ
ュ
ウ

活
動
ア
ル
バ
ム

森
林
政
策
に
つ
い
て

成
田

　
　
　
　

 

山
腹
崩
壊
か
ら
下
流
の

人
家
を
守
る
た
め
の
対
策
は
？

　
　
　
　
　
　
　
砂
防
え
ん
堤
や
堆

砂
池
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

比
良
山
系
に
お
い
て
は
、
山
腹
崩
壊

に
伴
う
土
石
流
が
発
生
し
や
す
い
地

質
条
件
で
あ
り
、
従
来
よ
り
重
点
的

に
こ
の
砂
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
。１
３
年
９
月
の
台
風
１
８
号
で

は
、
県
内
の
渓
流
で
土
石
流
が
発
生

し
た
が
、
砂
防
え
ん
堤
で
流
出
土
砂

を
受
け
留
め
る
こ
と
が
で
き
、
土
砂

災
害
の
軽
減
に
貢
献
し
た
。異
常
堆

積
し
た
砂
防
え
ん
堤
に
つ
い
て
は
、

土
砂
を
除
去
を
し
、
機
能
回
復
も
し

て
い
る
。比
良
山
の
山
腹
崩
壊
に
と

も
な
う
土
砂
流
出
に
つ
い
て
は
、
下

流
の
砂
防
え
ん
堤
に
土
砂
の
異
状
堆

積
も
な
く
、
流
出
土
砂
の
抑
制
機
能

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。今
後
も
流
域
の
状
況
把
握

に
努
め
、
砂
防
え
ん
堤
の
適
正
な
機

能
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
日
月
知
事

成
田

　
　
　
　

 

森
と
湖
の
関
係
、
さ
ら
に

は
防
災
上
の
課
題
や
環
境
へ
の
配
慮

を
考
慮
し
た
上
で
、
今
後
の
土
砂
供

給
の
総
合
的
な
あ
り
方
を
行
政
や
試

験
研
究
機
関
等
が
結
束
し
て
検
討
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。琵
琶
湖
を

抱
え
る
滋
賀
県
な
ら
で
は
の
先
進
的

な
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に
、
研

究
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
？

　
　
　
　
　
　
　
山
か
ら
の
異
常

な
土
砂
流
出
に
よ
る
災
害
を
防
止

す
る
こ
と
を
第
一
に
し
な
が
ら
、琵

琶
湖
の
再
生
に
つ
な
が
る
土
砂
管

理
に
向
け
て
、効
果
的
な
施
策
形
成

に
資
す
る
よ
う
、連
携
研
究
を
進
め

て
参
り
た
い
。

三
日
月
知
事

成
田

　
　
　
　

 「
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条

例
」の
改
正
お
よ
び「（
仮
称
）滋
賀

県
水
源
森
林
地
域
保
全
条
例
」の
特

長
に
つ
い
て
？

　
　
　
　
　
　
　
森
林
に
お
け
る
生

物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た
新
た
な

視
点
に
立
ち
、
巨
樹
・
巨
木
の
あ
る

森
林
を
保
全
す
る
た
め
の
措
置
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
鳥
獣
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
、
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

ま
た
本
県
の
森
林
の
水
源
涵
養
機
能

は
、
琵
琶
湖
等
の
下
流
域
へ
の
安
定

的
な
水
の
供
給
に
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林

の
多
面
的
機
能
の
中
で
特
に
水
源
涵

養
機
能
の
維
持
・
増
進
に
つ
い
て
も

新
た
に
規
定
を
し
た
。

三
日
月
知
事

子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
に
つ
い
て

　
　
　
　

 

滋
賀
県
に
お
い

て
、不
登
校
や
中
途
退
学
に

対
し
て
、継
続
的
な
取
組
み

が
必
要
で
あ
る
が
、不
登
校

の
未
然
防
止
や
学
校
復
帰

に
向
け
た
支
援
な
ど
、ど
の

様
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
の
か
？

成
田

　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
が

抱
え
る
学
力
や
人
間
関
係
な

ど
に
よ
る
不
安
や
、
保
護
者

の
子
育
て
に
対
す
る
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
、
小
学
校

へ
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
を
拡
大
し

て
い
る
。 

ま
た
、
学
校
復
帰

に
向
け
て
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
不
登
校
の
課
題
の
大

き
い
小
・
中
学
校
に
対
し

て
、
別
室
で
の
学
習
指
導
や

教
育
長

３
５
人
以
下
学
級
の
実
現
や
水

草
、
外
来
水
生
植
物
の
駆
除
の

促
進
な
ど
、
平
成
２
７
年
度
予

算
と
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
皆
様
に
お
支
え
を
頂

き
な
が
ら
、滋
賀
県
議
会

議
員
と
し
て
、
二
期
八

年
、県
政
の
課
題
に
取
り

組
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た

こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は
三
日
月

大
造
知
事
が
誕
生
し
、滋

賀
県
政
が
大
き
く
飛
躍

し
た
年
と
な
り
ま
し

た 

。一
方
で
、昨
年
よ
り

滋
賀
県
は
人
口
減
少
社
会

に
突
入
し
、少
子
高
齢
化

対
策
や
交
通
政
策
な
ど
、

未
来
を
見
据
え
た
政
策

を
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

主な提案
夜間中学の整備
フリースクールとの連携強化
高等学校での多様な学びの環境の確保
ICT 等を活用した不登校への支援
「子供の貧困対策に関する大綱」を
踏まえた施策の拡充

●
●
●
●
●

1
2
3
4
5

校
内
指
導
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
に
加
配
教
員
を

配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
の

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て

い
る
。

決算特別委員会 三日月大造知事に総括質疑を行う！
　日本の行政においては、「プラン偏重の行政」の傾向がみられ、事業がどれだけの効果を
上げているのか、県民にとってどのような意味があったのかということがあまり問題に
されずにいるのが現状にあります。
　H25 年度予算は滋賀の未来戦略、基本構想に沿って、先駆的・戦略的な施策に重点的
に取り組むことにより、「住み心地日本一の滋賀」の実現を目指すことを基本方針として
おり、8つの重点テーマの着実な推進をうたってました。H27 年度予算編成に繋ぐため、
重点テーマに関して、施策がどの様な効果を果たしたのか、焦点を絞り、また滋賀県監査
委員の審査意見書に関連して、三日月知事らに質問を行いました。

滋賀県議会議員成田成田セイリュウ

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
将
来
世
代
に
、

夢
や
希
望
が
描
け
る
社

会
を
築
く
た
め
、未
来
に

対
し
て
責
任
を
持
っ
て

政
治
の
役
割
を
果
た
し

て
参
り
ま
す
。命
を
ま
も

り
、環
境
の
は
ぐ
く
め
る

滋
賀
を
築
い
て
い
く
た

め
、「
子
ど
も・若
者
」「
環

境
」「
健
康
」「
安
心
安
全
」

「
滋
賀
の
魅
力
」な
ど
、県

政
へ
の
課
題
に
果
敢
に

挑
戦
を
お
こ
な
い
た
い

と
思
い
ま
す
。  

　
本
年
も
、
皆
様
方
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

118 件 約５億 5550万円 12/18 現在

金融商品取引等詐欺及び架空請求詐欺
 ( 約５８% 被害額の８３%) 

滋賀県の特殊詐欺被害状況  
特殊詐欺について

　　　   特殊詐欺の未然防止をさらに図っていく必要があるが？成田

　　　　　　　警告メッセージ機能等を備えた撃退電話機の設置
を高齢者宅にお勧めをしているほか、制服警察官が高齢者宅を集
中的に訪問してフェイス・トゥ・フェイスの啓発を実施。現金送
付による被害が多くをしめているので、県内に本店を置いている
7 つの金融機関のご協力により、高齢者の方々による多額現金の
引き出しを預金小切手に替える「預手プラン」をスタートした。

警察本部長

預手プラン預金小切手を活用した通報要領

高齢者による高額な現金出金（定期中途解約）依頼

高齢者に対してチェックリストを活用した声かけ

１１０番通報
警察官による
現場臨場又は
電話対応

不 審 ただちに不審ではない

業者等へ振込を説得・説明

高齢者が拒否

高齢者が拒否

小切手（記名式線引）を説明

即
通
報

通報
※実際に小切手を振出するかの判断は
　各金融機関の判断による

比良山の山腹崩壊
流出土砂の抑制機能が確保
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